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長

河

野
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平

殿

衆
議
院
議
員
平
岡
秀
夫
君
提
出
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
け
る
「
脱
石
油
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。

平
成
十
七
年
八
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五
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答
弁
第
一
〇
七
号



衆
議
院
議
員
平
岡
秀
夫
君
提
出
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
け
る
「
脱
石
油
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
に
つ
い
て

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
（
平
成
十
五
年
十
月
七
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
基
本
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需

給
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
で
あ
り
、
政
府
は
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
お
い
て
、
基
本
計
画
の
円
滑
な
実
施
に
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
「
安
定
供
給
の
確
保
」
、
「
環
境
へ
の
適
合
」
及
び
こ
れ
ら
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
の
「
市

場
原
理
の
活
用
」
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
針
と
し
て
お
り
、
こ
れ
を
供
給
面
か

ら
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
「
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
そ
の
特
性
に
応
じ
て
開
発
、
導
入
及
び
利
用
し
て
い
く
」
こ
と
と
し

て
い
る
。

�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
脱
石
油
」
と
は
、
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
が
小
泉
内
閣
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
平
成
十
七
年
六
月
二
十
三
日
号
に
お

一



い
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
あ
ま
り
石
油
に
依
存
し
な
い
で
、
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
の
方
針
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方
針
は
、
石
油
が
我
が
国
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
量
の
約
五
割
を

占
め
て
い
る
現
状
等
に
か
ん
が
み
る
と
、基
本
計
画
で
示
さ
れ
て
い
る
「
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
そ
の
特
性
に
応
じ
て
開
発
、

導
入
及
び
利
用
し
て
い
く
」
と
い
う
考
え
方
と
整
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
無
責
任
」
で
あ
る
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い

も
の
と
考
え
る
。

二


